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他自治体の例（令和元年度以降環境基本計画を改定した政令市） 

自治体名 仙台市 さいたま市 川崎市 名古屋市 広島市 相模原市 大阪市 堺市 

「望ましい環境

都市の姿」に相

当するフレーズ 

杜の恵みを活かした、持

続可能なまち 

豊かな未来を創造する 

持続可能な環境共生都

市 

豊かな未来を創造する

地球環境都市かわさき

へ 

土・水・緑・風が復活し、

あらゆる生命が輝くま

ち 

将来にわたって、豊かな

水と緑に恵まれ、かつ、

快適な都市生活を享受

することができるまち 

人と自然が共生するま

ち 

~市民と築く、地域循環

共生都市さがみはら～ 

SDGs達成に貢献する環

境先進都市 

豊かな未来を築く、持続

可能なまち・堺 

解説 本市の重要な 都市個性

であり、まちづくりの基

盤となる「杜の都」の良

好な環境を維持・向上さ

せ、将来へと確実に継承

するとともに、本市の強

みを活かしながら、魅力

的な都市として持続的

に発展していくことを

目指します。（p11） 

荒川、元荒川などの水

辺や、見沼田圃、雑木林、

屋敷林など身近に残る

里やまの緑は、そこに生

きる様々な生きものが

生活する場であるとと

もに、人々の憩いの場に

もなっており、人と自然

が共生するための貴重

な資源として保全され

ています。 

こうした人と自然の共

生は、先進技術の導入と

そこで暮らし、活動する

人々の環境への 意識に

よって支えられていま

す。（以下略）（p32） 

ワークショップは、「約 

30 年後の 2050 年、川

崎市の環境をこうした

い」という視点で行いま

した。そこで出された意

見からは、「地球環境」

「自然環境」「地域環境」

「生活環 境」「都市環

境」など、各々が大切で

あると考えた川崎市の

豊かな「環境」の姿が見

えてきました。 本市は、

これまで様々な環境問

題に真摯に取り組み、時

代を切り開いてきまし

た。今後も、多 様性の視

点を大切にしながら、将

来にわたって市民が生

活の中で川崎にある環

境の豊かさを実感 でき

るまちづくりを推進し、

新たな時代を切り開い

ていきます。（p26） 

2050 年に向けて、なご

やの自然、地形、気候、

歴史が織りなす風土を 

活かし、すべての人が協

働することによって、

土・水・緑・風が復活し

て、 人も生きものもあ

らゆる生命が輝くまち、

日本のトップランナー

として 地球環境保全に

貢献するまち（環境首都

なごや）をめざします。

（p40） 

今から７５年前、本市

は、原子爆弾により壊滅

的な打撃を受け、多くの

市民が水を求めながら

亡くなり、市内中心部の

樹木は焼失し、緑が完全

に失われた灰色の都市

となりました。（中略）水

と緑は、生命（いのち）

と平和の象徴です。 

今、このまちで生きてい

る私たちには、廃墟から

現在のように美しいま

ちにまで本市を復興さ

せ、発展させた先人に感

謝して、将来の世代に、

豊かな水と緑、快適で美

しい景観を有する質の

高い都市の環境を継承

していく使命がありま

す。（以下略）（p22） 

この望ましい環境像は、

本計画の根拠条例であ

る環境基本条例の第  3 

条に示された基本理念

の実現化を目指すもの

です。（中略） 

低炭素社会の実現、循環

型社会の構築、清浄な大

気や上質な水資源の確 

保、豊かな森林と清らか

な水の流れ、多様な生物

の生息・生育環境の保

全、良好な都市環境の形

成、そして有害物質など

による健康へのリスク

の低減された安全な生

活環境の維持等、あるべ

き姿を確実なものとし

て実現していくよう、連

携と協働を大きな柱の

一つに据え、多様な環境

問題に積極的に取り組

みます。（p22） 

【すべての主体の参加

と協働】のもと、環境施

策の 3 本柱として【低

炭素社会※の構築】【循 

環型社会※の形成】【快

適な都市環境の確保】に

取り組み、【地球環境へ

の貢献】を果たしていく

ことによって、「SDGs達

成に貢献する環境先進

都市」をめざします。

（p22） 

SDGs のゴールの達成

や温暖化対策の着実な

実行が世界的に求めら

れていることを踏まえ、

また「豊かな未来を築

く」という積極的な姿勢

を表現し、計画のテーマ

を次のとおり設定しま

す。 

・市民・事業者・行政等

の環境行動を通して、将

来にわたって地域が活

き活きとにぎわう「豊か

な未来」を築きます。 

・「経済の活性化」「人と

のつながり」「自然との

共生」が保たれた「持続

可能なまち」をめざしま

す。 

（p8） 

特徴 仙台市の個性である「杜

の都」をキャッチコピー

に組み込んでいる。 

市の特色をキャッチコ

ピーには入れず、包括的

なイメージをもたせて

いる。 

自治体名をひらがなで

入れている。 

「土・水・緑・風」と自

然の要素を包括的に表

現している。 

自然の恵みだけでなく

都市生活の快適さも求

めることが示されてい

る。 

副題を設け、自治体名を

ひらがなで入れている。 

国の第五次環境基本計

画でめざす「地域循環共

生圏」の創造を踏まえて

設定している。 

SDGsの達成への貢献を

キャッチコピーに組み

込むことで、市固有の目

標ではなく国際的な目

標へ取り組む印象を持

たせている。 

市の特色を含まず、包括

的なイメージを持たせ

ている。 
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